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   The patient, a 68-year-old woman, had undergone radical hysterectomy and post-operative 
radiotherapy for uterine cancer in 1974. She was admitted to our hospital complaining of abdominal 
 pain in February, 1996. Contrast-enhanced computed tomographic scan and cystography showed 
leakage of contrast medium around the bladder. We diagnosed her with spontaneous vesical rupture, 
and performed conservative therapy. Two months later, she was re-admitted with recurrent vesical 
rupture. We again performed conservative therapy. We consider that conservative therapy can be 
indicated for spontaneous vesical rupture with good general condition and no severe urinary tract 
infection. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 269-271, 2000) 
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緒 言
膀胱破裂 はその成 因によ り外傷性破裂 と自然破裂 に
大別 され るが,大 多数 は外傷性破裂であ り自然破裂 は
比較 的稀であ る.
今 回私たちは,子 宮癌の放射線治療後22年を経過 し








現病歴:1996年2月5日,上 記主訴 出現 し当院救命
救急 セ ンター受診.
来 院時現 症:身 長153㎝,体 重44kg,体 温37.2
度,血 圧208/112mmHg.脈拍108回/分,整.腹 部









Fig. 1. Cystography revealed leakage of con-
       trast medium to intraperitoneal space 
       from dome of the urinary bladder.
てRBC2～3/hpf,WBC1～2/hpf,尿培養 陰性.
画像所見:造 影CTに て膀胱周 囲へ の造影 剤の漏
出 を認 め,膀 胱造影 を施行 し(Fig.1),膀胱頂 部 より
腹腔内へ造影剤の漏出を認めた.
経過:外 傷の既往 がないことより放射線照射 による
膀胱 自然破裂 と診断,入 院 とな った.
尿路感染が な く炎症所見 は軽度であ り,全 身状態 も
良好であったので,抗 菌剤投与 とフォー リーカテ ーテ
ル留置に よる保存 的治療 を行 った.2月21日膀胱造影











約2カ 月後 の4月8日,前 回 と同様 の 主訴 にて来
院.CT,膀 胱造影 にて膀胱頂部や や右側 に造影剤の
漏 出を認め膀胱破裂の再発 と診断,入 院となった.血
算 にて白血球15,200/μ1と上昇 していたが,CRP<
0.3mg/dlであ り,他 に異常所見 を認め なか った.尿
沈渣 にてRBC8～10/hpf,WBC20・-30/hpfと尿路
感染を認めたが,全 身状 態良好であ り,炎 症反応 も軽
度 であったため,再 度 フォー リーカテーテル留置 と抗
菌剤投与 による保存的治療を行 った.
入院22日目に施行 した膀胱造影 にて造影剤の漏 出の
ない こ とを確 認,翌 日フ ォー リーカテーテ ル を抜去
し,28日目に退 院 となった.退 院後,尿 路感染 をセ



















め膀胱炎を繰 り返すことが多 く,膀胱壁が脆弱化 しう
るためともいわれている3)
本邦における再発性膀胱 自然破裂症例 は1969年以
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